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研究成果の概要 (和文):

社会や技術の変化 と進展に伴って、特に生殖をめぐる 1目 来の法 。制度の限界が明確に意識 さ

れつつある中、本研究では後者の本質を生殖 と身体をめぐる 「自然主義」 と特徴づけ、フェミ
ニズム理論か ら代理母出産等の現実問題、i墨 去の国家政策に至 るまで、広範な領域における「白

然」概念 o/2検 証・批判 と、今後に綺|け た課題の整理を行 った。最終年度にその成果を、研究分

担者・連携者を中心 とした 6名 の寄稿者による論文集 として印刷・配布を行つた。

研究成果の概要 (共文):
lll the ollgoing developl■ ■ent of re10roductive tecl■ llology antt the rell■ arkabie change

of gel■ eral perception concerning``fhll■ ily'', ``conCeption'', “birth" etc., we deine our
gellleral ll■ ode of thinkillg 、vhicl■  usually ttllderlies otlI COllVentiOl■al opinions as
“l■ atllralislll''.ミ、 interpreted,criticized alld triett to ill some、 Ⅳay overcoIIlle thiS Illode

f■・olll various poillts of viewち  such as felninist theories, histOrical studies, narrative
studies and ethical consideration.
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直接経費 間接経費
ヘ

計

2008年 度 1,100,000 330,000 1,430,000

2009年度 700,000 210,000 910,000

2010年度 700,000 210,000 910,000

2011年度 700,000 210,000 910,000

年度

奉合  言十 3,200,000 960,000 4,160,000

研究分野 :ジ ェンダー論

科研費の分科・細 目 Iジェンダー

キーワー ド :ジ ェンダー論、フェ ミニズム、生命倫理、 自然主義、生殖補助医療、優生思想、

戦争 と性暴力、 リプロダクティブ・ヘルス/ラ イツ

1.研究開始当初の背景

(1)lll・ 究開始当時は、代理出産の是非が一般
のメデ ィアでも大きく取 り 巨げられ、法的 。

倫理的 。社会的 F・5題 に対す る応答が、生命倫
理等の人文系研究分野か らも求め られてい

る状況であつた3

(2)^方 で、「産む性Jと しての女性の身体の

自然性 をどのように捉え返すか、とい う問題

が、リプロダクテ ィブ・ヘルス/ラ イツとの

関連 で フェ ミニズム llNJl部 において も.Hli争 が

続けられていた。 とりわけ 「少子化」問題が

盛んに議論 されている情勢の t・
lで

、単なる政

策 レベルに lLま るのではない、哲学・思想 レ



ベルに立った批判的考察が、生命倫理あるい

はジェンダー論において要請されていた。

(3)研究代表者 。大越 と研究分担者・井桁の

両名は軍性奴隷制やハンセン病の問題に長

年関わつていたが、改めてそこで自明視され
ていた「性欲自然主義」や 「優生思想」を理

論的に分析する必要性が、上記問題 と本質的
に関連する問題 として意識 され始めていた。
近代国家とそれを支える「自然主義」イデオ
ロギーが、規範 としてのあるべき社会・家
族 ,個人像をいかに形成 し維持 して来たか、
という問題の再検討 |よ 、現代における「自然

主義」的言説を批判的に提え直す上での必須
の作業と考えられた。

2.研究の目的

(1)過去の優生思想や女性蔑視に基づ く、国

家や社会運動家による身体管理の言説を分

析 し、科学あるいは「自然」概念を・PJげたバ

イオポ リティクスの歴史的形態を批判的に

再検証する。

(2)現代の生殖補助医療の進歩と普及に伴 う、
医療従事者やメディアで流布する言説を分
析 し、そこに働 く規範としての「自然」概念
の機能を分析する。

(3)同 じく現代の生殖補助医療の展 Frlに 対す

る、特にフェミニストたちの諸言説を整歩

検討 し、新 しい時代にふさわしい「身体J概
念の再構築を構想するっ

3.研究の方法
(1)生殖と身体をめぐる「自然主義Jについ

て理論的考察を加えていると考えられるフ
ェミニズム・生命倫理関係の文献を収集・検

討した。また平行 して、生殖補助医療に関わ
つた医療従事者や当事者の意識について、書

籍や一般メディア_上 の言説を通して、あるい

は実際の間き取 りを行 うことによつて検討
した。

(2)「 自然主義Jイ デオロギーに基づく市1度
的な暴力や抑圧、差別を実際に受 ずた/受 け
ていると考えられる当事者たちの聞き取 り

を行つた。具体的には、国内のハンセン病療

養施設 (2ヶ 所)の実地調査、いわゆる従軍

慰安婦被害者の間き取 り、性同一性障害や
「見た目」FRIl題 の当事者・支援者を研究会に

招致 しての質疑応答、等を各年度に行つたっ

4.研究成果
研究過程において、研究代表者 ,分担者 ,

連携研究者は随時、学会発表や論文執筆等で

成果を発表してきたが、最終年度にそれを集

約して、論集『「生殖と身体をめぐる “自然
主義"の再検討J研究成果報告書』を作成、
関係各方面に配布 した。 したがつて本研究の

成果は、同論集に収録された 5本の論文、3

本の研究ノー トに集約・表現されていると言
えるc具体的には、

(1)日 本におけるハンセン病患者の隔離政策
の根底に、「国民優生法Jに象徴される優生

思想が科学の名をまとって存在 したことを

検証 した上で、欧米の優生思想へと問題を遡

及 し、「人種」「血統」を自然主義的に捉える
ことへの誘惑 と危険性が今なお潜在 し続け

ていることを、今 日的課題 としてあぶ り出し

た (特に丼桁論文)]

(2)フ ェミニズムによる「性 と生殖の自由」
の提起を通 して、「懐胎・分娩Jの負担が女

性に一方的に課せ られてきたことの自明性
が問い直されてきた経緯が確認された上で、

それを自然であるが故に受忍すべ き労苦 と
してではなく、「自由な労働」として捉え直

す必要が、特に生殖新時代や 「少子化問題」
を考察する際の前提 として、明確にされた

(特に大越論文、森岡論文)。

(3)現実的な問題 として 「生殖ツー リズム」
の隆盛に関して、それを単に抽象的な次元か

らの倫理や正義の問題 として提えるだけで

はなく、現実に女性が置かれた状況・文脈に

おいて捉え直した上で、社会として生殖補助

医療という「不自然」な技術をいかに受容し

ていくべきか、という問題として考えなけれ

ばならないことが提起 さオ1,た (特 に自水論
文)。

以上。
こうした論点が本研究参加者たちに共有

されただけではなく、広く他の研究者たちに

も提起されたことは、今後の実りある議論の

展開のために一定以上の意義を有 している

ものと自負もし、期待もしている。
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